
飯
田
高
校
同
窓
会
の
職
員
名

簿
に
「
宇
波
耕
策
」
と
い
う
名

前
が
あ
る
。
大
正
８
年
４
月
か

ら
大
正
11
年
５
月
に
か
け
て
在

職
し
た
国
漢
の
教
師
で
あ
る
。

こ
の
名
前
は
、
大
正
９
年
６

月
22
・
24
日
の
地
元
紙
「
南
信
」

に
も
あ
り
、「
若
き
日
の
ほ
こ
り
」

と
題
す
る
戯
曲
？
を
発
表
し
て

い
る
ほ
か
、
10
年
２
月
９
日
付

に
は
「
大
阪
市
青
年
団
歌
に
一

等
当
選
」
の
記
事
が
確
認
で
き

る
。
ま
た
、
当
時
の
「
飯
田
小

学
校
」
の
「
青
垣
な
し
て
　
続

く
山
〜
」
や
、「
音
も
さ
や
け
き

阿
知
川
の
〜
」
の
下
條
中
学
校

の
校
歌
の
作
詞
を
し
て
い
る
。

静
岡
県
藤
枝
に
帰
郷
後
は
昭

和
11
年
か
ら
15
年
ま
で
藤
枝
東

高
校
の
前
身
の
志
太
中
学
校
の

校
長
兼
同
窓
会
長
を
務
め
て
い

る
。
こ
の
時
期
に
は
国
学
者
賀

茂
真
淵
研
究
の
小
論
が
あ
る
。

し
か
し
、
伊
那
谷
に
と
っ
て

興
味
深
い
の
は
、
こ
の
名
前
が

河
上
肇
の
地
下
潜
伏
時
の
偽
名

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
意
味
だ
。

若
い
人
は
知
ら
な
い
人
も
多

い
だ
ろ
う
が
、
河
上
肇
は
大

正
・
昭
和
の
マ
ル
ク
ス
経
済
の

研
究
者
で
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
の
風
潮
の
中
、
貧
困
と
い
う

テ
ー
マ
に
経
済
学
的
に
取
り
組

ん
だ
『
貧
乏
物
語
』
が
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、

京
都
帝
大
教
授
の
職
を
辞
し
、

共
産
主
義
の
実
践
活
動
に
入
る

が
、
治
安
維
持
法
違
反
で
逮

捕
・
収
監
さ
れ
る
。
収
監
中
に

自
ら
の
共
産
党
活
動
に
対
す
る

敗
北
声
明
を
発
し
、
知
識
人
に

大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
出
獄

後
は
獄
中
で
親
し
ん
だ
漢
詩

『
陸
放
翁
鑑
賞
』
や
『
自
叙
伝
』

な
ど
が
多
く
の
人
に
読
ま
れ
た
。

こ
の
河
上
肇
が
当
局
の
目
を

逃
れ
、
実
践
活
動
に
入
る
地
下

生
活
を
手
引
き
し
た
の
が
、
帝

都
を
震
撼
せ
し
め
た
大
森
ギ
ャ

ン
グ
事
件
の
首
謀
者
と
さ
れ
る

大
塚
有
章
で
、
当
局
に
マ
ー
ク

さ
れ
逮
捕
寸
前
の
時
で
、
河
上

と
の
接
触
で
河
上
の
身
辺
に
当

局
の
手
が
の
び
る
の
を
危
惧
し

た
大
塚
が
自
身
の
代
役
に
立
て

た
の
が
、
下
宿
先
の
大
家
に
あ

た
る
原
鼎
。
そ
の
原
鼎
が
案
内

し
た
潜
伏
先
が
い
ず
れ
も
都
内

の
「
蟹
江
医
院
」、
そ
の
次
が

「
画
家
の
椎
名
剛
美
」で
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
河
上
と
宇
波
に
面
識

は
な
い
。
偽
名
「
宇
波
耕
策
」

と
い
い
、『
河
上
肇
全
集
』
や
研

究
論
文
等
に
指
摘
さ
れ
て
は
い

な
い
が
、
大
塚
の
指
示
と
い
う

よ
り
原
鼎
の
飯
田
の
人
脈
を
感

じ
さ
せ
る
。

原
鼎
は
飯
田
病
院
創
設
者
原

耕
太
郎
の
長
男
で
、
大
正
元
年

飯
田
中
学
に
入
学
、
大
正
４
年

の
４
年
の
時
、
事
件
を
起
こ
し

諏
訪
中
学
に
転
校
。
四
高
か
ら

東
大
へ
進
学
す
る
が
、
医
業
を

継
ぐ
こ
と
を
望
む
父
を
欺
い
て

画
家
を
目
指
し
、
当
時
国
民
新

聞
の
記
者
に
な
っ
て
い
た
。
河

上
肇
は
原
鼎
が
気
に
入
り
、
出

獄
後
に
は
原
鼎
を
頼
っ
て
飯
田

へ
の
移
住
を
計
画
し
た
（「
信
州

移
住
の
夢
」）
こ
と
も
あ
っ
た
。

二
人
の
交
友
は
戦
後
河
上
が
亡

く
な
る
ま
で
続
い
た
。
四
校
で

原
と
同
級
で
あ
っ
た
中
野
重
治

は
「
先
生
一
家
と
原
家
の
あ
い

だ
に
は
美
し
い
人
間
的
交
通
が

始
ま
り
、
そ
れ
は
最
後
ま
で
変

わ
る
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
」（「
原
鼎
と
河
上
さ
ん
」）
と

書
い
た
。
ま
た
『
河
上
肇
全
集
』

の
書
簡
集
の
大
半
が
原
鼎
と
の

や
り
取
り
で
あ
る
の
は
瞠
目
に

価
す
る
。

「
捨
て
な
い
で
！
」
の
活
動
で

拾
わ
れ
た
大
塚
有
章
『
未
完
の

旅
路
』、
松
本
清
張
「
ス
パ
イ
Ｍ

の
謀
略
」（『
昭
和
史
発
掘
』
５

巻
）
と
前
掲
の
河
上
肇
や
中
野

重
治
の
著
作
群
、
昭
和
初
期
の

左
翼
運
動
と
伊
那
谷
を
つ
な
ぐ

鍵
言
葉

�
�
�
�
�
�

が
「
宇
波
耕
策
」
と
い

う
名
前
な
の
で
あ
る
。

資
料
渉
猟
余
話
そ
の
13

宇
波
耕
策
に
つ
い
て

嶋
　
不
濁

大塚有章『未完の旅路』全６巻


